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昔
か
ら
言
わ
れ
た
怖
い
も
の
ベ
ス
ト

４
が
「
地
震
・
雷
・
火
事
・
親
父
」
で

す
。
ち
な
み
に
親
父
は
「
大
山
風
（
オ

オ
ヤ
マ
ジ
）
」
で
台
風
の
こ
と
な
ん
だ
と

か
。
知
ら
な
か
っ
た
な
あ
。

　

現
在
の
仙
北
市
怖
い
も
の
ベ
ス
ト
４

は
、
「
地
震
・
大
雨
・
火
事
・
火
山
」
で

す
。
地
震
は
東
日
本
大
震
災
の
後
、
仙

北
市
内
で
直
下
型
と
感
じ
る
揺
れ
が
何

度
も
起
き
て
い
て
、
市
で
対
策
を
強
化

中
で
す
。

　

さ
て
大
雨
、
こ
れ
は
昨
年
夏
も
先
月

も
“
ゲ
リ
ラ
豪
雨
”
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

あ
の
降
り
方
は
、
亜
熱
帯
地
方
の
ス
コ
ー

ル
だ
と
指
摘
し
た
方
が
い
ま
す
。
ま
さ

に
そ
の
通
り
。
大
雨
に
備
え
た
対
策
は
、

社
会
全
体
で
進
め
な
い
と
歯
が
立
ち
ま

せ
ん
。
河
川
整
備
、
水
路
の
幅
や
深
さ

な
ど
、
国
、
県
で
の
基
準
の
見
直
し
は

絶
対
必
要
で
す
。

　

話
は
少
し
そ
れ
ま
す
が
、
都
会
は
猛

暑
を
通
り
越
し
て
酷
暑
で
す
。
東
京
な

ど
へ
の
出
張
は
命
が
け
で
、
自
分
は
見

る
か
ら
に
夏
向
き
で
は
な
い
体
格
（
常

に
20
キ
ロ
の
重
ね
着
を
し
て
い
る
状
態
）

の
た
め
、
両
ポ
ケ
ッ
ト
に
最
低
で
も
２

枚
の
ハ
ン
カ
チ
を
し
の
ば
せ
て
出
か
け

ま
す
。
と
こ
ろ
が
電
車
の
中
で
１
枚
は

グ
チ
ョ
グ
チ
ョ
。
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て

会
議
会
場
へ
入
る
と
、
中
は
節
電
対
策

で
蒸
し
風
呂
状
況
。
で
も
、
辛
い
こ
と

ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
南
国
の
特

産
と
言
わ
れ
て
い
た
農
作
物
が
、
ど
ん

ど
ん
北
上
を
続
け
て
い
ま
す
（
も
ち
ろ

気
象
変
動
だ
け
で
は
な
く
、
栽
培
技
術

の
進
展
も
大
き
い
）
。
こ
れ
な
ど
は
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
到
来
と
と
ら

え
れ
ば
楽
し
く
な
り
ま
す
。

　

火
事
は
怖
い
も
の
ベ
ス
ト
４
の
中
で
、

唯
一
自
身
が
気
を
付
け
れ
ば
起
こ
さ
な

く
て
す
む
災
害
で
す
（
も
ら
い
火
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
…
）
。
徹
底
し
た

防
火
意
識
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
火
山
。
噴
火
40
周
年
説
の
駒

ケ
岳
は
、
地
熱
の
高
い
エ
リ
ア
が
拡
大

し
て
い
る
報
告
が
あ
り
、
警
戒
を
続
け

て
い
ま
す
（
変
化
に
要
注
意
！
）
。

  

こ
の
他
、
個
人
的
に
怖
い
の
は
、
オ

バ
ケ
と
学
生
時
代
の
通
信
簿
、
そ
れ
に

怠
惰
心
で
し
ょ
う
か
。
ど
れ
も
出
て
来

て
も
ら
っ
て
は
大
変
で
す
。

怖
い
も
の
ベ
ス
ト
４

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
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5 月 23 日 
団体名　　桜美町若者会有志

支援場所　山田町

　　　　　豊間根地区避難所 

支援内容　炊き出し：昼食

　　　　　焼きそば　200 食

5 月 24 日 
団体名　　田沢湖水深委員会 

支援場所　山田町

　　　　　中央公民館他 2 保育園 

支援内容　炊き出し：昼食

　　　　　きりたんぽ他　150 食

5 月 27 日
団体名　　田沢湖包和会

支援場所　山田町

　　　　　豊間根地区避難所 

支援内容　炊き出し：昼食

　　　　　米粉団子

　　　　　お吸い物　100 食

6 月 19 日 
団体名　　田沢湖水深委員会 

支援場所　山田町

　　　　　豊間根保育園 

支援内容　炊き出し：昼食

　　　　　きりたんぽドック

　　　　　 300 食

6 月 25 日 
団体名　　田沢地域運営体「荷葉」 

支援場所　山田町

　　　　　大浦漁村センター 

支援内容　炊き出し：昼食　

　　　　　おもち、たけのこ汁　

　　　　　300 食、地元産レタス、 

　　　　　アスパラ

6 月 30 日 
団体名　　角館地区民生委員 

支援場所　山田町　南小学校 

支援内容　花、プランター 150 個

　
国
民
年
金
か
ら
は
、
65
歳
か
ら
老
齢
基

礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か
、

不
慮
の
事
故
の
た
め
の
障
害
基
礎
年
金
と

遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
て
国
民
の
暮

ら
し
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金

　
障
害
基
礎
年
金
は
、
障
が
い
の
原
因
と

な
っ
た
病
気
や
ケ
ガ
の
初
診
日
が
国
民
年

金
に
加
入
中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未

満
の
間
に
あ
る
方
が
、
一
定
の
障
害
の
状

態
に
な
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
額
は
、
障
が
い
の
程
度
が
１
級
の

と
き
が
98
万
６
１
０
０
円
（
平
成
23
年
度

価
格
・
年
額
・
以
下
同
じ
）、
そ
れ
よ
り
軽

い
程
度
の
２
級
の
と
き
が
78
万
８
９
０
０

円
で
す
。
ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
に
は
子

（
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
18
歳
到
達
年
度

の
末
日
ま
で
の
子
ま
た
は
20
歳
未
満
で
１

級
・
２
級
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
子
・

以
下
同
じ
）
の
加
算
額
が
あ
っ
て
、
そ
の

額
は
一
人
に
つ
い
て
７
万
５
６
０
０
円
（
た

だ
し
、
二
人
目
ま
で
は
一
人
に
つ
い
て

22
万
７
０
０
０
円
）
で
す
。

　
今
年
４
月
か
ら
は
加
算
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
、
こ
れ
ま
で
受
給
権
が
発
生
し
た
後

に
結
婚
・
出
産
し
て
も
、
配
偶
者
や
子
ど

も
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
加

算
額
が
、
年
金
受
給
権
が
発
生
し
た
後
で

も
配
偶
者
や
子
ど
も
へ
の
加
算
額
を
届
出

に
よ
り
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

同
一
の
子
を
対
象
と
し
た
障
害
年
金
の
子

の
加
算
と
配
偶
者
の
方
へ
支
払
わ
れ
る
児

童
扶
養
手
当
の
両
方
を
受
け
取
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
基
礎
年
金
の
子

の
加
算
の
ど
ち
ら
を
受
け
る
か
に
つ
い
て

は
、
原
則
と
し
て
、
児
童
扶
養
手
当
の
金

額
と
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
額
と
で

比
較
し
て
金
額
の
高
い
方
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ
る
ほ

か
、
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算
も
子
の

人
数
に
よ
っ
て
金
額
が
違
う
た
め
、
詳
し

く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま
た
は
「
ね

ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

遺
族
基
礎
年
金

　
遺
族
基
礎
年
金
は
、
国
民
年
金
に
加
入

中
あ
る
い
は
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
間
に

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
亡
く
な
っ
た
方
に

生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
子
の
あ
る
妻
ま

た
は
子
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
年
金
額
は
、

子
が
一
人
の
妻
に
は
１
０
１
万
５
９
０
０

円
、
一
人
の
子
だ
け
に
は
78
万
８
９
０
０

円
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
が
二
人
以

上
の
と
き
に
は
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
障

害
基
礎
年
金
と
同
様
の
加
算
が
行
わ
れ
ま

す
。

年
金
受
給
の
た
め
の
条
件

　
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
、
初
診
日
等
（
障
害
基
礎

年
金
で
は
初
診
日
、
遺
族
基
礎
年
金
で
は

死
亡
日
・
以
下
同
じ
）
の
あ
る
月
の
前
々

月
ま
で
の
「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
期
間
」
の
う
ち
、
３
分
の
２

以
上
の
期
間
が
、
①
保
険
料
を
納
め
た
期

間
ま
た
は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間

で
あ
る
と
い
う
「
保
険
料
の
納
付
要
件
（
３

分
の
２
要
件
）」
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

※ 

「
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
期
間
」
は
、
原
則
と
し
て
20
歳
か
ら

60
歳
に
な
る
ま
で
の
期
間
で
す
が
、
海
外

に
在
住
し
て
い
る
期
間
や
、
厚
生
年
金
等

か
ら
老
齢
年
金
を
受
け
て
い
る
期
間
は
除

か
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
３
分
の
２
要
件
」
を
満
た
せ
な

く
て
も
、
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
65
歳
未

満
で
初
診
日
等
が
あ
る
場
合
、
初
診
日
等

の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
の
全

て
の
期
間
が
①
保
険
料
を
納
め
た
期
間
ま

た
は
②
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
で
あ

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
遺
族
基
礎
年
金
は
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
老
齢
基
礎

年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
た
方
が
亡
く

な
っ
た
と
き
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
こ

の
と
き
は
前
記
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ご
自
分
が
、
保
険
料
納
付
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
ど
う
か
ご
心
配
な
方
や
国
民

年
金
の
詳
細
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
国
民
年
金
の
窓

口
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

厚
生
年
金
の
加
入
者
は

　
障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金
は
、

厚
生
年
金
の
加
入
者
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

不
慮
の
と
き
に
は
障
害
年
金
と

遺
族
年
金
が
あ
り
ま
す

国民年金だより

国民
年金


